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はじめに 

ｂアクセス BIZ（以下、「本ソフトウェア」）は、ｂモバイルによる通信をより快適に利用いただくためのソフトウェアで

す。 

 

おことわり 

本ソフトウェアは、本製品の使用許諾契約のもとでのみ使用することが出来ます。 

お客様が本ソフトウェアを使用したことにより、被ったいかなる直接的、間接的または、偶発的損害も賠償致しか

ねますので、ご了承下さい。 

使用されているパソコンのシステム構成他によっては正常に動作しなかったり、全く動作しない場合がありますの

であらかじめご了承下さい。 

本ソフトウェアの一部または全部を無断で複製、販売、譲渡、ネットワークにより提供することを禁止します。 

本ソフトウェアの仕様及びマニュアルに記載されている事項は、将来予告無しに変更することがあります。 

本ソフトウェアを改造、変更すること、及び本ソフトウェアの機能等に変更を加えることを目的としたプログラムを作

成、使用、譲渡、貸出またはネットワークにより再頒布することを禁止します。本ソフトウェアをリバースエンジニア

リング、逆コンパイルまたは逆アセンブルすることを禁止します。 

 

 

動作環境 

オペレーティングシステム： Windows XP 

ブラウザ：   InternetExplorer 5.5SP2 以上 

 

InternetExplorer を使用しない場合も、本ソフトウェアのインストールを行う前に、最新のサービスパックをインスト

ールしておいてください 

 

●Windows XPは、米国Microsoft Corp.の登録商標です。 

   その他、商品名および製品名などは一般に各社の商標または登録商標です。 

 

* インストールの前に、必ず InternetExplorer のバージョンを確認ください。 
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ｂアクセス BIZ 

使用説明書 
 

Windows XP 

 

日本通信のデータ通信カード（BMH10-J、BMH10C-J、BMH11-J および BMH11C-J）以外での動

作保証は致しかねますので、予めご了承ください。 

※ご使用のパソコンにより、一部画像が異なることがあります。 

 

１．ｂアクセス BIZ の起動 

① デスクトップのｂアクセス BIZ のショートカットをダブルクリックします。 

  ｂアクセス BIZのアイコン 

 

② ｂアクセス BIZのソフトウェアを起動すると、ダイヤルアップ設定にWindows 標準のファイアウ

ォールが適用されます。このとき下記のダイアログが表示されることがありますので、「はい」

を選択してください。 

 

正しく設定が完了すると、ネットワーク接続に作られた、BMAUTODL の設定に錠のマークが

表示され、ファイアウォールの設定が適用されたことがわかります。
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③ この後、ｂアクセス BIZ のソフトウェアはWindows で認識されているデータ通信カードを利用し

て PHS 接続し、自動的に認証サーバーにｂアクセス BIZ の登録を行います。正しく認証が行

われた後、ｂアクセス BIZ の機能がすべて利用可能になります。 

 

注意：データ通信カードが認識されていなかったり、カードが差し込まれていない場合、エラー

が生じます。（Windows の標準 PCMCIA カードモデムでカードが認識されている場合も b アク

セス BIZ で正しく認識されません。） 

 

④ 基本的なインターフェイスはこれだけで、非常にシンプルな画面構成になっています。 

   

インジケータおよび接続・切断ボタン 

b アクセス BIZ の接続状態のインジケ

ータと接続・切断ボタンを兼ねていま

す。 

設定ボタン 

b アクセスの詳細設定を行うための設定

ウィンドウを表示します。 

コメント欄 

それぞれの状態はここに文字列で表

現されます。 
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２．ｂアクセス BIZ のインターフェイス 

クリックするとセキュアコネクションを実行します。 

通常は、こちらをご使用下さい。 

 

クリックすると無線 LAN に接続します。 

 

クリックすると通常の PHS接続を実行します。 

SecurePHS で接続できない場合のみ、ご使用下さい。 

 

以下に、インジケーターが表示する bアクセス BIZ の状態を説明します。 

 

（例１）SecurePHS・無線 LAN・PHS ともに接続可能な状態 

この状態でボタンをクリックすると、SecurePHS・無線 LAN・PHS に接続可能です。 

b アクセス BIZ は接続状態によってインジケーターの表示が変化します 

 

 

（例 2）無線 LANが接続可能で、SecurePHS・PHSは接続できない状態 
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（例 3）SecurePHS・PHS に接続可能、無線 LAN に接続済みで通信中 

 

 

インジケーターは通信の接続および切断を b アクセス BIZ で行う為の機能を持っており、マウスな

どのポインティングデバイスによって、操作することができるボタンとなっています。各インジケータ

ーの表示はステータスにより以下のように変化します。 

 

 利用出来ない場合 利用可能な状態 接続・通信中 

 

PHS や無線 LAN カード

が認識されていない。 

または、利用できる無線 

LAN アクセスポイントが

ない状態です。インジケ

ーターをクリックすること

はできません。十分に電

波を受けることができな

い状態も下記の表示に

なります。 

カード等が認識され、利

用可能な待機状態。イン

ジケーターをクリックする

と接続ができます。（接

続までには少し時間が

かかります。） 

お使いの場所で接続が

安定しない場合は場所

を移動して、接続してみ

てください。 

インジケーターをクリック 

すると、接続を切断しま

す。 

SecurePHS 
   

無線 LAN 
   

PHS 
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３．設定 

１．PHS 接続設定 

ａ）PHS-接続 （ダイヤルアップ接続を行う。） 

 

接続タブでダイヤルアップ接続の設定を行うことが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１） Windows のダイヤルアップ接続アイコンから設定に変更を加えた場合、それらの設定はｂ

アクセス BIZには反映されません。 

注２） 同じモデムを使用するダイヤルアップ接続が複数ある場合は、接続済みのダイヤルアッ

プ接続を切断してからもう一方のダイヤルアップ接続を接続してください。 

アクセスポイントが選択できます（複数ある場合）。 

 

確認ボタンを押すとご使用のデータ通信カードの有効期間

を表示します。 

チェックボックスにチェックを入れるとリダイヤルが行えま

す。 

通信モードの切替ができます。（※） 

シングルリンク／マルチリンクモード 

※ 通信モードについて 

マルチリンクとは、理論値最高 32kbps（下り）の通信を提供するシ

ングルリンク（電波１波）をベースに、電波状況や通信料によりシン

グルリンク（１波）からマルチリンク（4 波）までを状況に応じて同時に

利用する通信環境です。 
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b)PHS-アクセラレーター （アクセラレーターの設定切替えを行う） 

 

Web アクセラレーターの切り替え、キャッシュファイルの削除（インターネット一時ファイルの削除）

を行うことができます。 

 

Web アクセラレーターとはブラウザで表示されるデータをモバイルインターネット接続向けに調整

することによって高速なブラウジングを実現するためのサービスです。グラフィックファイルなどで

画質が気になる場合にはより高画質の Marion をご利用ください。また、テキスト中心のブラウジン

グであれば、［Ian］を利用することでより高速なブラウジングが可能です。 

 

 

 

注1） b アクセスBIZ以外でアクセラレーターの設定を行った場合は実際のアクセラレーターの

設定が正しく表示されない場合があります。 

注２） この機能でアクセラレーターの設定を切り替えると、HTTP 以外で設定していたプロキシ

サーバーの情報や例外の設定情報は失われますのでご注意ください。 

 

アクセラレーターの種類を選択します。変更後、「適

用」ボタンをクリックして InternetExplorer に設定を反

映させます。切り替え後に新しく起動した

InternetExplorer ウィンドウから有効となります。また

アクセラレーターを切り替えた後には、キャッシュを削

除するまで、反映が確認できないことがあります。 

キャッシュファイルを削除する場合、チェックします。

「適用」ボタンをクリックすると実行されます。 

（インターネット一時ファイルのフォルダの中身をすべ

て削除します。） 
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ｃ）PHS-カード情報   

（通信カード（PHS）カードの情報および周囲の電波状況の確認） 

 

カード情報タブでデータ通信カードの情報を表示することができます。ダイヤルアップ接続中は測

定できません。接続を切断すると「測定」ボタンがクリック可能となり測定が出来ます。電波状況は

測定場所、測定時間によって異なります。表示は測定した時点の結果を示すもので、接続中の電

波状況を示すものではありません。 

 

 

■空きチャネル 

測定した時点での基地局と接続が可能な通信リンクの数を黄色のランプで表示します。最大は４

です。下記のように表示される場合には、空きチャネルが３であり、マルチリンクのフルスペックで

は利用できないこと示しています。 

 
 
■電波強度 

通信カードから感知できる基地局の数と、それぞれの基地局のカードに到達した電波の強度を緑

色のランプで表示します。ゲージの横方向は基地局の数を、縦方向はそれぞれの電波の強さを

示します。下記の表示の場合には、電波を受信することができる基地局が 13 局あり、それぞれレ

ベルは、5段階表示で、レベル 5が 5局、レベル 4が 7局、レベル 3が 1局となっています。 

「測定」ボタンを押すと データ通信カード

の種類（使用モデム）、PHS 番号、ファ

ームウェアバージョン、空きチャネル、

電波強度が表示されます。 
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２．無線 LAN 接続設定 

 

ａ）無線 LAN-アクセスポイント （無線 LAN アクセスポイントの検索） 

 

アクセスポイントタブで現在のアクセスポイントの確認を行うことが出来ます。 

 

 

■電波強度 

スキャンした時点の電波強度が表示されます。青色もしくは赤色の部分が受信している電波レベ

ルで点灯している数が多いほど電波が強くなります。 

＜青＞  登録されたアクセスポイント 

＜赤＞  登録されていない（b アクセス BIZ で接続できない）アクセスポイント 

 

注１） アクセスポイントがその存在を隠している場合、それらのアクセスポイントを b アクセス

BIZ は発見できないことがあります。 

注２） 無線LANカードによって信号レベルは異なります。電波強度は参考程度にご利用くださ

い。 

注３） 公衆無線 LAN ローミングサービスのご利用には、ユーザー登録が必要となります。 

電波強度の確認が行えます。 

アクセスポイントの情報が表示されます。 

自動で定期的にスキャン、手動でスキャンのどち

らかを選ぶことができます。自動の場合は、接続

間隔を短くすると更新は速くなりますが、バッテリ

の消耗など問題もあります。 

アクセスポイントの表示方法を切り替えます。 

非公開のアクセスポイントを検出する場合に、チ

ェックします。 
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ｂ）公衆無線 LAN-公衆サービス 

 

公衆無線 LAN アクセスポイントの設定 

公衆サービスタブで公衆無線ＬＡＮに関する接続の可否などを設定します。 

 

 

 

 

注１） ご利用いただけるサービスは随時追加されます。最新の設定をご確認ください。それらの

設定はｂアクセス BIZ の自動更新機能でアップデートできます。 

注２） 等価交換方式による PHS の利用日数との交換レートは場合により変更になります。最新

の設定をご確認ください。それらの設定はｂアクセス BIZ の自動更新機能でアップデート

できます。 

注３） 一部サービスでは公衆無線 LANサービス独自のWeb 認証に対応していない場合があり

ます。この場合無線 LAN の接続は完了していますので、ブラウザを開き、認証画面から

ログインを行ってください。 

 

選択している公衆無線 LANの接続優先度を上に

したり、下にしたりします。 

選択している公衆無線 LANの接続時に確認メッ

セージを表示します。通常間違った接続を防止す

るためチェックを入れることをお勧めします。 

選択している、各サービスの説明を表示します。

公衆無線 LAN接続時にも同様の確認メッセージ

が表示されます。等価交換日数などの確認を行

ってください。 

選択しているサービスの利用を停止します。 

情報を表示、変更するサービスを選択します。 
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公衆無線 LAN サービスに必要な設定を確認する 

 

公衆無線 LAN サービスをご利用になる場合にはあらかじめ PHS の接続を行い、b アクセス BIZ の認 

証をしてください。この状態でも正しく公衆無線 LAN に接続が行えない場合にはb アクセスBIZに登録

され 

た情報をリセットすることができます。初回の自動接続を失敗した場合などに行う必要があります。 

 

 

 

 

b アクセス BIZ の認証が正しく完了している様に見える場合でも、公衆無線 LAN への接続が失敗する 

場合があります。認証には PHS の圏内で行う必要があり、完了まで少し時間が必要です。認証が正し 

く行われていない場合には b アクセスリセットを実行してください。 

 

 

b アクセス BIZ の接続設定をリセットします。無線 LAN

の認証が正常にできないときにクリックしてください。

その後 PHS で接続が行われ、データが更新されま

す。 
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公衆無線 LAN 接続方法 １ 

 

b アクセス BIZ の状態を確認してください。 

無線 LANのインジケーターがグレイアウトしておらず、薄い緑色になっており、接続可能な状態に

なっていることを確認してください。この状態では、無線 LANのみ接続可能な状態を示していま

す。 

 

 

 

無線LAN接続ボタンを押すと、bアクセスBIZがローミング接続を始める前に、確認画面が表示さ

れます。この時点で「いいえ」ボタンを押してキャンセルした場合、課金は行われません。意図しな

い公衆無線LANサービスとの接続が起こる場合には、「公衆無線LAN」タブの「このサービスは利

用しない」をチェックして、不必要な接続を抑制してください。 

 

「はい」ボタンを押すと、ｂアクセス BIZ は以下のような手順で無線LANの接続を行います。 

１） 対象のアクセスポイントへ接続する。 

２） ＩＰアドレスが取得されるまで待機する。 

３） ユーザー認証を実行する。 

４） 認証が正常に完了したことを確認する。 

１）～４）の間は「無線ＬＡＮ」ボタンの表示は薄い緑色と濃緑色の点滅となります。 

 

 

無線 LAN に接続、通信中 

接続が完了すると、無線 LANのアイコンが濃緑色になり、接続が完了したことが確認できます。 

無線 LANのログオフおよび切断時にはもういちど、無線 LANのボタンをクリックしてください。 
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公衆無線 LAN 接続方法 ２ 

 

b アクセス BIZ の状態を確認してください。 

 

一部の公衆無線 LAN では、SSID（※） の隠蔽を行うことによって、アクセスポイントを非公開にし

ている場合があります。この場合 b アクセ BIZスで正しく認識できません。利用できるエリア内にも

かかわらず、b アクセス BIZが正しく反応しない場合には公衆サービスタブ内の接続ボタンを利用

して強制接続を行ってください。 

 

 

 

 ※ SSIDについて 

SSIDとは、利用する無線LANネットワークと他のネットワークを識別する

ためのグループ名のようなものです。無線 LAN は電波を使って通信するた

め、複数のネットワークと交信可能になる「混信」状態が生じる可能性があ

ります。このため、無線LANのアクセスポイントと各端末にSSIDを設定し、

SSID が一致する端末としか通信できないようにします。 
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公衆無線 LAN 接続方法 ３ 

 

一部の公衆無線LAN では、SSID の隠蔽を行うことによって、アクセスポイントを非公開にしている

場合があります。しかし、b アクセスBIZでは設定を変更することによってこれらのアクセスポイント

を通常のアクセスポイントと同じように容易に接続できるようになります。設定の中にある「無線 

LAN」タブの中の「アクセスポイント」タブに表示されている「非公開 AP 検出」のチェックボックスに

チェックを入れることで、非公開アクセスポイントの検出を b アクセス BIZ で行えるようになります。 

 

 

 

 

注１） この機能はアクセスポイントを自動的にスキャンさせる機能と組み合わせて利用

すると、無線 LAN アダプタの電力消費が大幅に増加します。 

注２） この機能を利用する場合、b アクセス BIZ がアクセスポイントを検索する時間が

長くなります。処理中は PC がしばらくの間、操作を受け付けないことがありま

す。 

 

 

 

 

 

 



  

(C) Copyright 2005 Japan Communications Inc. All rights reserved.  - 16 - 

ｃ）無線 LAN-ユーザー定義 

 

ユーザー定義の無線 LAN アクセスポイントの接続設定を行う。 

ユーザー定義の無線ＬＡＮに関する接続の可否などを設定します。 

ここで設定した項目については、公衆無線 LANの設定に優先されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択している無線 LANの

接続優先度を上げたり下

げたりします。 

選択している無線 LAN の接

続時に確認メッセージを表

示します。通常間違った接

続を防止するためチェックを

入れることをお勧めします。 

情報を表示、変更するサー

ビスを選択します。 

新しく接続先を追加します。 

選択しているの接続先を編集します。 

選択している接続先を削除します。 

選択している接続先の WEP

キーを表示します。（***で

表示） 

接続先の SSID を確認します 

選択している接続先の接続

確認メッセージを表示します 
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ユーザー定義の無線 LAN 追加・変更・削除 

 

ユーザー定義の無線ＬＡＮを登録する場合。 

ユーザー定義の無線 LAN 接続設定（前項を参照）で、新しい接続先を追加するため、追加ボタン

を押して、ユーザー定義の追加ウィンドウを呼び出します。 

 

ご利用の無線LANの接続に必要な情報を登録してください。 

「OK」を押した後に、メインウィンドウに戻り適用ボタンをおして反映させます。 

 

 

ユーザー定義が反映され、利用準備が整いました。 

WEP キーの登録は Hex で登録します。 

ＡＳＣＩＩコードはご利用いただけません。 
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ユーザー定義の無線 LAN 接続設定を変更 

 

一度登録を行った内容に変更を行う場合、変更を加える接続先を選択して、「変更」ボタンをクリッ

クします。ユーザー定義の編集ウィンドウが呼び出されます。サービス名以外の項目の編集が行

えます。 

 
 

ご利用の無線LANの接続に必要な情報を登録してください。 

「OK」を押した後に、メインウィンドウに戻り適用ボタンをおして反映させます 
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３．その他 

 

設定を確認・変更する 

 

設定タブではPHSに関連した bアクセスBIZの設定の確認・変更を行えます。設定の変更は各項目の

チェックボックスで行うことができます。（チェックが入っている項目が ON）変更後「適用」ボタンを押すと

すぐに変更が反映されます。 

 

 

 

各設定項目については次ページにて説明します。 

 

 

注１） ユーザー名、パスワード、通信モードの項目は「適用」ボタンを押すと保存されます。 

注２） ユーザー名とパスワードを変更して接続するには、ｂモバイルユーザー登録ページからご

自身の認証ユーザー名・パスワードを事前に変更しておく必要があります。 

注３） 有効期限が最新の情報の時は、日時が青色で表示されます。 

 

有効期限が表示されます。有効期間を自動的に取得 

しないに設定した場合、正しく表示されません。 

b アクセス BIZの接続設定をリセットします。無線 LAN 

の認証が正常に行えないときに押してください。この

後 PHS で接続を行うことによって、データが更新され

ます。 

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨ 
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設定内容詳細 

 

①  起動してすぐにダイヤルアップを開始します。「起動したら自動的に［測定］する」も設定され

ている場合には測定後に接続を開始します。（初期設定：OFF） 

 

②  起動すると電波強度を測定します。（初期設定：OFF） 

 

③  接続完了後「標準で使用しているブラウザ」を起動します。（初期設定：OFF） 

 

④  接続完了後「標準で使用しているメールソフト」を起動します。（初期設定：OFF） 

 

⑤  アクセラレーターの変更後「適用」ボタンをクリックするとブラウザが新たに起動します。 

（初期設定：OFF） 

 

⑥  ダイヤルアップ接続設定をリフレッシュします。（初期設定：OFF） 

 

⑦  ダイヤルアップ完了後、有効期限を取得します。（初期設定：ON） 

 

⑧  接続が切断された場合再び接続する。（初期設定：OFF） 

 

⑨  Windows 標準のファイアウォールを有効にして接続を保護します（PHSのみ本機能は有効で

す。この機能を利用すると、Windows から通信を行わない限り通信は遮断されます。 

（初期設定：ON） 
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４．バージョン情報 

 

バージョンを確認する 

バージョン情報タブでｂアクセス BIZ の情報を確認することが出来ます。 

 

 

 

 

 

このリンクをクリックするとｂモバイル

のホームページにリンクします。 

日本通信のユーザーサポートにメー

ルを送付するためのリンクです。 

本ソフトウェア、ｂアクセス BIZ

（bAccessBIZ）のバージョンに関する

情報です。 

リンク先はｂモバイルのユーザー登録 

ページになっています。 



  

(C) Copyright 2005 Japan Communications Inc. All rights reserved.  - 22 - 

５．ワンポイント 

 

●WEP キーの入力 

[設定]-[無線 LAN]タブの「公衆サービス」または「ユーザー定義」において「WEP キーなし」が標準

の設定になっているアクセスポイント（“FREESPOT“や”みあこネット“など）において、実際にご利

用になるアクセスポイントに WEP キーが設定されていた場合は、ｂアクセス BIZ は WEP キーの入

力を求めます。その場合には、アクセスポイントの運営者から WEP キーを入手して入力してくださ

い。 

 

 

 

また、入力ミスがあった場合次の警告が表示されます。 
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●自動アップデート 

PHS でインターネット接続を行った状態からｂアクセス本体や設定、アクセスポイント情報をアップ

デートすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「手動」時には更新確認ボ
タンを押す。それ以外の設
定では自動的に更新の確
認が行われます。 

インストールされているｂアクセス BIZ を解析
した結果、最新の状態へ更新ができる項目
にはチェックボックスが表示されます。チェッ
クをはずすとその項目に関する更新を取り
やめることができます。 

「更新」ボタンを押すとｂアクセス BIZ の更新
が実行されます。 
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●他社製無線 LAN ソフトウェアとの相性について 

 

ｂアクセス BIZ ではWindowsXP の標準サービスであるWireless Zero Config の代わりに作動しま

す。一部の無線 LAN アダプタに付属するユーティリティソフトウェアも同様の機能をもつ場合があ

ります。また、一部のアダプタでは、Wireless Zero Config に対応せず、独自のユーティリティソフト

ウェアとの組み合わせのみで作動するハードウェアもあります（ハードウェアに搭載されている独

自機能が、独自ユーティリティソフトウェアでのみ利用可能な場合もあります）。これらの特殊な場

合は次の方法で回避できることがあります。なお、削除を行う前に、独自ユーティリティソフトウェ

アのバックアップを行ってください。 

 

１． 独自ユーティリティソフトウェアを終了する。 

２． 独自ユーティリティソフトウェアをアンインストールする。 

アンインストール方法については各無線 LAN アダプタに付属のマニュアルをご確認

ください。 

 

●無線 LAN ドライバソフトウェアのアップデート 

 

ｂアクセス BIZ で無線 LAN スポットをご利用の場合には、メーカーにて配布されている無線 LAN 

アダプタ用の最新ドライバソフトウェアが必要になる場合があります。これらのソフトウェアをアップ

デートすることによって、接続性が改善することがあります。ドライバのアップデートについては、

事前にドライバの提供元の情報を必ず確認した上でご利用ください。 

 

 


